
東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

16 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 2 4

利用者の多様なニーズに応えるとともに、第２次子ども読書活動推進計画にも対応した事業に積極的に取り組んでください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民の教養・調査研究・レクリエーション等を支える施設として、図書資料の充実やサービスの向上を図り、利用者のニーズに的確に応えていく
必要があります。

有効性
登録率、蔵書回転率は、ほぼ横ばい状態である。情報ネットワークの進展に伴い、図書館利用の変化も思慮されるところであるが、今後も利用者
のニーズを踏まえた蔵書構成と運営を行い、図書館利用を促進する必要があります。

達成度
学校等との連携により団体貸出は伸びているが、個人貸出は若干減少しており、魅力ある図書館づくりを強化しサービスを向上させる必要があり
ます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 43,123 44,223 43,128
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一次評価者 図書館係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

本館図書館は築29年が経過することから最新の資料の提供方法や利用者のニーズに対応できないことがあることから、改修について検討を行い
ます。

効率性 臨時職員の活用により、職員体制の効率化を図り人件費にかかるコスト削減が図られています。

改　革
計　画

図書館改修についての将来ビジョンを描き、市民へのアンケート等を実施するなど多くの意見を集約し、基本構想を策定する必要があります。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 23,218 24,244 23,210

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 2.034 12,395 2.034 12,230 2.034 12,249

臨時職員工数・経費 3.988 7,509 3.988 7,749 3.988 7,669

0

その他特定財源 166 141 103

一般財源 23,052 24,103 23,107

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 図書館

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

135

住民一人当たり貸出数 貸出冊数÷人口 冊
7 7 7 10

6 6

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

図書館登録率 登録者数÷人口×１００ ％
50 55 60 70

53 55

蔵書回転率 貸出冊数÷蔵書数×１００ ％
145 150 150 200

140

公的関与

089-964-3414 メールアドレス tosyo@city.toon.ehime.jp

事業期間

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 図書館利用者 根拠法令 図書館法・東温市図書館条例

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

029 1001 事務事業名 中央図書館管理運営事業 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
利用者の多様なニーズに応えた図書館資料の整備を
図り、利用者の求める資料を速やかに提供し、生涯学
習の推進を図るとともに自己学習を支援します。

今年度 貸出利用者の増加に努めます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 図書館 係　　名 図書館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

資料(情報)の提供 天文観測室の運営管理

資料(情報)の収集・保存・管理 中央図書館・移動図書館・川内分館の維持管理

図書館協議会の運営

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

16 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

新たなステーションの募集・設置を図り、今後も利用者の増加に努めてください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市内の広範囲に図書館サービスを行き渡らせるために、移動図書館の果たす役割は大きいことから必要な事業です。

有効性
図書館に来館できない利用者のために、市内幼稚園や図書館からの遠隔地を重点に巡回しており、他市町に比べても充実した内容を少ないコ
ストで実現しています。

達成度 利用者はここ数年、少子高齢化により減少していますが、巡回場所等の利用しやすい環境の確保に努めています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,467 3,852 3,713

Ｃ
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Ｏ
Ｎ

一次評価者 図書館係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

図書館の利用が容易でない高齢者等へ、徒歩圏内でも利用可能なサービスの拡大の検討が必要です。

効率性 移動図書館車の管理と運営をパート職員により対応しており経費の削減に努めています。

改　革
計　画

移動図書館のニーズや効果の検証を行い、移動図書館サービスのあり方について研究していく必要があります。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 1,250 1,579 1,459

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.053 323 0.053 319 0.053 319

臨時職員工数・経費 1.006 1,894 1.006 1,955 1.006 1,935

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,250 1,579 1,459

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

100

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

貸出利用者数（移動図書館
のみ）

全７５ステーションの延べ利用
者数

#REF!
10,000 10,000 10,000 10,000

7,996 7,228

市内の移動図書館カバー率
ステーション設置要望に対する
設置率

％
100 100 100 100

100

公的関与

089-94-3414 メールアドレス tosyo@city.toon.ehime.jp

事業期間

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 図書館を利用できない地域住民の方 根拠法令 図書館法・東温市図書館条例

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

029 1020 事務事業名 移動図書館管理運営事業 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的

図書を通じてよりよい学習環境を提供することを目的と
するとともに、移動図書館により図書館サービスを市内
全域に提供することは、生涯学習の地域格差を解消す
るものです。

今年度 貸出利用者の増加に努めます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 図書館 係　　名 図書館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

市内７５ヶ所のステーションを巡回

資料(情報)の提供

資料(情報)の収集･保存･管理

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

26 年度 ～ 26 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

該当

事業の目的 最終的
図書館を利用する車椅子の方に対し、安全面に配慮し
た空間を提供することにより、図書館のイメージアップが
図られ、利用増の一助となります。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 図書館 係　　名 図書館係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

中央図書館及び歴史民俗資料館のエレベーターを車椅子
用に改修

中央図書館の多目的トイレを自動便座へ交換

中央図書館及び歴史民俗資料館の玄関スロープ、階段を滑
りにくいものに改修

中央図書館及び歴史民俗資料館のトイレの自動手洗い、ハ
ンドドライヤーの設置

成果指標

公的関与

089-964-3414 メールアドレス tosyo@city.toon.ehime.jp

事業期間

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 図書館利用者 根拠法令 図書館法・東温市図書館条例

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

029 1029 事務事業名 図書館施設改修事業 細事務事業名 エレベーター等改修工事

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

エレベーター等改修
一式

一式

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 10,000 0

一般財源 0 19,808 0

計(Ａ) 0 29,808 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.050 301 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 30,109 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 図書館係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

施設全体の老朽化が著しいため、改修を計画的に進めていく必要があります。

効率性 宝くじ助成（コミュニティ助成事業）を受けて改修工事を実施たことから、コスト削減に繋がっています。

改　革
計　画

修繕整備計画に基づき、計画的に実施を検討します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

修繕整備計画により、図書館の利用環境を整えていく必要があります。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

エレベーターは、耐用年数を経過しており狭小であるため、車椅子の方でも快適に利用できるよう、施設設置者である行政が改修工事を行う必
要があります。

有効性 車椅子利用者の動線確保により、安全面に配慮することができています。

達成度 エレベーター改修により車椅子利用者の方はもとより、高齢者等も安心して利用できています。

必要性


	029-1001(中央図書館管理運営事業)
	029-1020（移動図書館管理運営事業）
	029-1029(図書館施設改修事業)

